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2024年度 事業報告書 

【2024年 4月 1日から 2025年 3月 31日まで】 

 

特定非営利活動法人 教育のためのコミュニケーション 

 

１．事業計画書において示していた事業実施の方針 

取組みの規模に課題を残した前年度の反省を踏まえ、多様かつ恒常的な活動のため

の仕組みの構築を展望しながら、実践を進める。具体的には、①他団体との協働的な

活動の拡充、②メンバーの経験や個性を活かした主体的かつ簡易に取り組める活動の

拡充 の２点を念頭に置きながら、当法人の目標である教育とコミュニケーションをめ

ぐる課題意識の社会的共有と、学校運営や教育政策へのインパクト創出を図る。 

 

２．事業の成果・課題 

・いずれも他団体との共催である「「市民立」の学校をつくった NPO の挑戦 まおいに

学ぶ地域と教育―農山漁村における地域づくりを考えるフォーラム」（主催：茨城大

学）、「学校のたびびと。―矢代貴司が見た学びの百景」の 2件のイベントを実施した

が、それ以外では目立った事業を展開できなかった。 

・実施に向けて調整をしていたものの、最後まで詰め切れないまま、結果的に実施で

きなかったイベント（計画）が複数あった。企画実施体制における課題を検証し、法

人としての運営方法や企画体制を見直したい。 

 

３．特定非営利活動に係る事業の実施状況 

 

① 教育と広報・コミュニケーションに係る企画・教材開発事業 

 

 ■新規市民参加型の教材研究活動 

   教師の専門性が最も発揮される「教材研究」。「スイミー」や「連立方程式」など

誰もが知っているテーマを取り上げて、みんなでわいわい話し合いながら「教材研

究」「教材化」に取り組むことを通じて、その過程に立ちあらわれる教師の「わざ」

に触れ、学校の授業や教材を見とり、支える市民の「目」を養います。 

  【目標】対面及びオンラインで年度内に試行１回、本番１回以上実施 

【実施状況】実施できなかった 

※ 2024年度定期総会において、会員の方から地域の公立学校と連携した企画の

コーディネートの申し出をいただいたが、契機を活かすことができなかった。 
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 ■継続多様な教えと育ちの場ツアー 

   普段交流の機会がつくりづらい教育機関や、教育機関としては認識されていない

ものの貴重な教育の場として機能しているような現場を訪れ、情報交換をするツア

ーを企画・実施します。 

【目標】・年度内に２回実施 

【実施状況】実施できなかった 

※ 保護観察下の少年の教育に関わる機関におけるツアーを構想し、準備してい

たが、最終的に実施に至らなかった。 

 

 ■継続教育と広報・コミュニケーションに係るトークイベントの実施 

教育と広報・コミュニケーションに係るトークイベントを実施します。茨城県外

の会員等の参加を促進するため、オンライン配信の実施を図ります。教育に関わる

さまざまなニュースを取り上げながら、その見方や背景、展望について自由に語り

合うような定期イベントを想定しています。 

【目標】・一般向けイベントを年度内に２回以上開催 

【実施状況】 

① 6/29 「市民立」の学校をつくった NPOの挑戦 まおいに学ぶ地域と教育 

―農山漁村における地域づくりを考えるフォーラム 

     NPO法人が設立・運営する学校の事例を学ぶ機会として、北海道の「まお

い学びのさと小学校」の関係者を招いたフォーラムを開催した。主催は茨城

大学で、共催として当法人を含む３つの NPO法人が連携して企画を進めた。

参加者は約 40人。後半のパネルディスカッションには当法人の茂木理事が

登壇した。 

② 8/18 「学校のたびびと。―矢代貴司が見た学びの百景」 

      本法人の会員でもある矢代貴司氏をゲストに、自身のライフワークともい

える全国の学校訪問を踏まえた経験や姿勢を聞くトークイベントを実施した。

３つの NPO 法人の連携による企画。計 10名が参加した。 

【事業費】 

 〈収入〉5,000 円（参加費 @500 円×10 名） 

 〈支出〉4,500 円（施設利用料） 
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②教育と広報・コミュニケーションに係る相談・助言事業 

 

 ■見直し当法人を窓口として、学校等の教育機関や個人に関する教育の広報・コミュ

ニケーションの相談に応じます。 

  【目標】・２件以上の相談対応 

  【実施状況】実施はなかった 

 

③教育と広報・コミュニケーションに係る研究事業 

 

 ■継続教育と広報・コミュニケーションに関する勉強会の実施 

  教育と広報・コミュニケーションについての研究活動と発信を行う。 

 【目標】・年度内に１回以上の勉強会実施 

  【実施状況】実施できなかった 

 

④上記事項に関する情報提供事業 

 ■ホームページ等を用いた発信 

  【目標】・ホームページの維持、コンテンツの増設 

  【実施状況】・イベントレポートなどを掲載している 

  【事業費】10,883円（ドメイン費、サーバー費 ※管理費として計上） 

 

 ■講演・ジャーナル活動 

【代表理事】 

・ジアース教育新社発行の専門誌『文部科学教育通信』における連載を継続 

・徳島大学における広報研修講師 

・群馬大学における広報研修講師 


